
 

「社会人基礎力」 

 

校長 永 瀧 幸 治 

○早朝の出勤時、バス停に向かうある高校

生を見かけます。雨の日も風の日も雪の日

も一歩一歩着実に積み重ねる姿から、実社

会で活躍するための支えとなる「たくまし

さ」を培っていると感じています。 

○１１月２日（木）、授業参観後に開催した

第２回学校運営協議会で小田ＰＴＡ会長が

「１年職業調べ発表会から、仕事で必要と

なるプレゼンテーション能力の高さを感じ

させられた。」と話しました。 

このように、社会的な自立に必要な資質・

能力は日常的な取組や、多様な教育活動な

どを通して育成されていきます。 

本日の終業式で次の話をしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 「社会人基礎能力」とは、経済産業省が２０

０６年に提唱した「職場や地域社会で多様な

人々と仕事をしていくために必要な基礎的

な力」であり、次の３つの能力と１２の能力要

素によって構成されます。 

 

＜能力＞前に踏み出す力（アクション） 

＜能力要素＞主体性・働きかけ力・実行力 

＜能力＞考え抜く力（シンキング） 

＜能力要素＞課題発見力・計画力・創造力 

＜能力＞チームで働く力（チームワーク） 

＜能力要素＞発信力・傾聴力・柔軟性・情況

把握力・規律性・ストレスコントロール力 

 

 この３つの能力は、日常生活を通して、意

図的・意識的に向上させることができます。 

２１日間の冬休みは、将来に向けて、アクシ

ョン・シンキング・チームワークを意識して生

活してみてはどうでしょうか。 

休みに入ると、一日の大半を占めていた

学校生活との関わりが少なくなり、生活リズ

ムを崩しやすくなります。 

例えば、早寝早起き（アクション）、計画的

な自主学習（シンキング）、家のお手伝い（チ

ームワーク）など、物事を行うことに「目的」

を持たせ、冬休みを過ごしましょう。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 ３年生は３か月後、２年生は１年３か月

後、１年生は２年３か月後に、中学校を巣

立ちます。お子さんが秘めている「自立的

に生活するための力」を育むためには、学

校と家庭・地域が「育成を目指す資質・能

力」を共有した上で、その達成に向けて、連

携・協働することが大切です。 

今年も家庭・地域の皆様には、大変お世

話になりました。来年も本校の教育活動へ

のご理解とご協力をよろしくお願いいたし

ます。 

 

＜学校からのお知らせ＞ 

 川添雅子教諭の病気療養が令和５年度末

まで延長となり、来学期も廣中昭子教諭に

勤務していただけることになりました。 
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令和５年１２月２１日発行 第１０号 

【学校教育目標】 
創造：自から考えつねに真理を求め創造する生徒 
協力：豊かな心をもち礼儀正しく協力しあう生徒 
忍耐：心身ともに健やかでねばり強くやりぬく生徒 
奉仕：勤労をいとわず奉仕につとめ公共につくす生徒 

【育成を目指す資質・能力】 
『生徒のよさや可能性を最大限引き出すために』 
知：主体的に学ぶ力 
徳：自分と仲間を大切にする力 
体：粘り強く挑戦する力 



1日 (  月 ) 元日　年始休業　学校閉庁日（部活動停止）

2日 (  火 )

3日 (  水 )

4日 (  木 )

8日 (  月 ) 成人の日

9日 (  火 ) 分掌会議・学年会議（年度末反省）

10日 (  水 ) 年度末反省会議

11日 (  木 ) 職員会議

12日 (  金 ) 始業式　１・２年冬休み明けテスト　3年学年末テスト

17日 (  水 ) 執行委員会　専門委員会　フッ化物洗口

18日 (  木 ) 中央委員会
19日 (  金 ) 英語検定１次

21日 (  日 ) 部活動停止

24日 (  水 ) フッ化物洗口

25日 (  木 ) オンライン授業（全学年）　教室のみ簡単清掃

26日 (  金 ) 特別支援学校入試

31日 (  水 ) １年環境教育⑤

≪1月の主な行事予定≫

 

 

12月 14日(木)、生徒会総務より 

「少しでも地域の方のためになれば」 

と、募金活動で集まった３８３４円 

が社会福祉協議会へ手渡されました。 

11月 21日、伊達警察署 

生活安全課 新井田智輝様 

を講師に携帯安全教室を実 

施しました。実際あった事 

例を基に、便利さの裏側に 

ある「SNSの危険性(匿名性や情報漏洩など)」につい

て正しく理解することが重要と再認識する機会とな

りました。 

12月 12日(火)、校区内の自治会長・各校 PTA代

表・学校関係者、青少年センター・市子育て支援課

担当者が一堂に会し、子どもたちの様子を共有しま

した。地域の方より、４年ぶりに開催した地域の祭

で、子どもたちの存在を改めて実感したとのお話が

ありました。これからも地域全体で子どもたちを見

守っていくためには、保護者世代の力も借りていか

なければと、切に協力を望まれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月スクールカウンセラー来校日 

２４日(水) 

生徒本人、保護者の方も相談がありましたら、遠慮なく

学校までご連絡ください。(25-4111) 

活躍を讃えて 
第 42回全国中学生人権作文コンテスト 

3-2 蛯澤あきら 奨励賞 

令和５年度みんなのオススメ本 POP コンテスト 

3-2 見野 恵愛 最優秀賞 

令和５年度「中学生の税についての作文」 

3-2 髙井 桃江 伊達市長賞 

11月 20・21・29日、12月８日の４日間で、伊達西小

学校栄養教諭・石川恵美様を講師に全学級にて食育講

話を実施しました。 

１学年では伊達の給食、２学年では強い体を作る食

生活、受験生である３学年では積極的に摂りたい栄養

素や生きる喜びにつながる食事について教えていただ 

きました。いずれの学年でも、「朝ごはんは１日を元気

に過ごすための３つのスイッチである」と、朝ごはん 

の重要性を伝えていました。 

冬休みに入りますが、子ども 

たちのリズムある生活をサポ 

ートしていただきますようお 

願いいたします。 

 また、生活習慣は、がんのり患にも大きく影響を及ぼ

します。ご家庭での時間がとれる長期休業において、が

んや感染症の予防など健康について、話題にしてみて

はいかがでしょうか。 
「がん教育推進のための教材」→ 

【文部科学省】 

      ←「インフルエンザについて」 

        【北海道】 

 

 

 

 

 

 マチコミメールでもご案内しておりましたが、光

陵中学校では、全学年において外部講師をお招きし

「性の講話会」を実施しております。 
11月 16日(木)、１学年では、誕生学アド 

バイザーの澤田宏美様を講師に行いました。 

針の穴ほどの大きさの命の始まり、赤ちゃんの神秘な 

ど自身の「誕生」 

を通じて、自尊感 

情を育むプログラ 

ムでした。 

 11月 27日(月)、２学年では、伊達市健康推進課 

保健師の平野しいな様を講師に行いました。体の変化

や心の変化、男女の体の違い、多様性など、そして、

保健センターは、身近な相談窓口であることを教えて

いただきました。 

困ったときは！ 
◆伊達市保健センター【末永町 39-8 ☎82-3198】 

◆思春期・FP相談ライン【月～金・10～16時（祝祭日は

休み）LINE の ID:@183xqhfs】 

※1月に予定しておりました、佐藤ゆき様による多様性に関す

る講話は、講師の都合により中止となりました。 

正しく使おう携帯安全教室！ 

光陵中学校の連絡先 25-4111 

【冬季休業中は 8:00～16:30】 

学校閉庁期間（12/29～1/4）の緊急時の連絡先 

080-8832-6781 


